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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年12月24日(2010.12.24)

【公開番号】特開2009-175366(P2009-175366A)
【公開日】平成21年8月6日(2009.8.6)
【年通号数】公開・登録公報2009-031
【出願番号】特願2008-13087(P2008-13087)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/04     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/043    (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/00    ３０３　
   Ｇ０３Ｇ  15/04    １２０　
   Ｂ４１Ｊ   3/00    　　　Ｍ

【手続補正書】
【提出日】平成22年11月10日(2010.11.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のレーザビームを出力する光源を有し、前記光源から出力される複数のレーザビー
ムによって像担持体に潜像を形成し、その像担持体上で現像される画像を記録媒体上に形
成する画像形成装置であって、
　画像データに基づいて、前記複数のレーザビームによってそれぞれ形成される画像の画
像濃度を測定する測定手段と、
　前記測定手段の測定結果に応じて、前記複数のレーザビームの各レーザビームの光量を
調整する調整手段とを備え、
　前記測定手段は、調整対象のレーザビームと、その調整対象のレーザビームと組合わせ
て用いるレーザビームの各組合わせそれぞれによって形成される画像の画像濃度を測定し
、
　前記調整手段は、前記測定手段によって測定された調整対象のレーザビームと組合わせ
て用いるレーザビームの各組合わせそれぞれによって形成される画像の画像濃度の平均値
に基づいて、前記調整対象のレーザビームの光量を調整する
　ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記測定手段は、前記画像データに基づいて、前記像担持体上あるいは前記記録媒体上
に形成される出力画像の濃度を前記画像濃度として測定する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記測定手段は、前記画像データに基づいて、前記像担持体上に形成される潜像に対応
する電位値を前記画像濃度として測定する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項４】
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　前記調整手段は、前記測定手段の測定結果に応じて、前記記録媒体上に形成される出力
画像の濃度が目標とする濃度特性に合うように、前記複数のレーザビームの各レーザビー
ムの光量を調整する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記調整手段は、前記測定手段で測定した複数のレーザビームによってそれぞれ形成さ
れる画像の画像濃度を用いて、それぞれ対応するレーザビームの光量を調整する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　複数のレーザビームを出力する光源を有し、前記光源から出力される複数のレーザビー
ムによって像担持体に潜像を形成し、その像担持体上で現像される画像を記録媒体上に形
成する画像形成装置の制御方法であって、
　測定手段が、画像データに基づいて、前記複数のレーザビームによってそれぞれ形成さ
れる画像の画像濃度を測定する測定工程と、
　調整手段が、前記測定工程の測定結果に応じて、前記複数のレーザビームの各レーザビ
ームの光量を調整する調整工程とを備え、
　前記測定工程は、調整対象のレーザビームと、その調整対象のレーザビームと組合わせ
て用いるレーザビームの各組合わせそれぞれによって形成される画像の画像濃度を測定し
、
　前記調整工程は、前記測定工程によって測定された調整対象のレーザビームと組合わせ
て用いるレーザビームの各組合わせそれぞれによって形成される画像の画像濃度の平均値
に基づいて、前記調整対象のレーザビームの光量を調整する
　ことを特徴とする画像形成装置の制御方法。
【請求項７】
　複数のレーザビームを出力する光源を有し、前記光源から出力される複数のレーザビー
ムによって像担持体に潜像を形成し、その像担持体上で現像される画像を記録媒体上に形
成する画像形成装置の制御をコンピュータに実行させるためのプログラムであって、
　画像データに基づいて、前記複数のレーザビームによってそれぞれ形成される画像の画
像濃度を測定する測定工程と、
　前記測定工程の測定結果に応じて、前記複数のレーザビームの各レーザビームの光量を
調整する調整工程とをコンピュータに実行させ、
　前記測定工程は、調整対象のレーザビームと、その調整対象のレーザビームと組合わせ
て用いるレーザビームの各組合わせそれぞれによって形成される画像の画像濃度を測定し
、
　前記調整工程は、前記測定工程によって測定された調整対象のレーザビームと組合わせ
て用いるレーザビームの各組合わせそれぞれによって形成される画像の画像濃度の平均値
に基づいて、前記調整対象のレーザビームの光量を調整する
　ことを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記の目的を達成するための本発明による画像形成装置は以下の構成を備える。即ち、
　複数のレーザビームを出力する光源を有し、前記光源から出力される複数のレーザビー
ムによって像担持体に潜像を形成し、その像担持体上で現像される画像を記録媒体上に形
成する画像形成装置であって、
　画像データに基づいて、前記複数のレーザビームによってそれぞれ形成される画像の画
像濃度を測定する測定手段と、
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　前記測定手段の測定結果に応じて、前記複数のレーザビームの各レーザビームの光量を
調整する調整手段とを備え、
　前記測定手段は、調整対象のレーザビームと、その調整対象のレーザビームと組合わせ
て用いるレーザビームの各組合わせそれぞれによって形成される画像の画像濃度を測定し
、
　前記調整手段は、前記測定手段によって測定された調整対象のレーザビームと組合わせ
て用いるレーザビームの各組合わせそれぞれによって形成される画像の画像濃度の平均値
に基づいて、前記調整対象のレーザビームの光量を調整する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　上記の目的を達成するための本発明による画像形成装置の制御方法は以下の構成を備え
る。即ち、
　複数のレーザビームを出力する光源を有し、前記光源から出力される複数のレーザビー
ムによって像担持体に潜像を形成し、その像担持体上で現像される画像を記録媒体上に形
成する画像形成装置の制御方法であって、
　測定手段が、画像データに基づいて、前記複数のレーザビームによってそれぞれ形成さ
れる画像の画像濃度を測定する測定工程と、
　調整手段が、前記測定工程の測定結果に応じて、前記複数のレーザビームの各レーザビ
ームの光量を調整する調整工程とを備え、
　前記測定工程は、調整対象のレーザビームと、その調整対象のレーザビームと組合わせ
て用いるレーザビームの各組合わせそれぞれによって形成される画像の画像濃度を測定し
、
　前記調整工程は、前記測定工程によって測定された調整対象のレーザビームと組合わせ
て用いるレーザビームの各組合わせそれぞれによって形成される画像の画像濃度の平均値
に基づいて、前記調整対象のレーザビームの光量を調整する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　上記の目的を達成するための本発明によるプログラムは以下の構成を備える。即ち、
　複数のレーザビームを出力する光源を有し、前記光源から出力される複数のレーザビー
ムによって像担持体に潜像を形成し、その像担持体上で現像される画像を記録媒体上に形
成する画像形成装置の制御をコンピュータに実行させるためのプログラムであって、
　画像データに基づいて、前記複数のレーザビームによってそれぞれ形成される画像の画
像濃度を測定する測定工程と、
　前記測定工程の測定結果に応じて、前記複数のレーザビームの各レーザビームの光量を
調整する調整工程とをコンピュータに実行させ、
　前記測定工程は、調整対象のレーザビームと、その調整対象のレーザビームと組合わせ
て用いるレーザビームの各組合わせそれぞれによって形成される画像の画像濃度を測定し



(4) JP 2009-175366 A5 2010.12.24

、
　前記調整工程は、前記測定工程によって測定された調整対象のレーザビームと組合わせ
て用いるレーザビームの各組合わせそれぞれによって形成される画像の画像濃度の平均値
に基づいて、前記調整対象のレーザビームの光量を調整する。
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